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誇るインフラです。光ファイバーが日本中に
行き届いていて、さらにその上に5Gができて
いるところです。これと全く同じような形で、
既存の光ファイバーを使ったインターネット
サービスを、民間のISPと連携して、全国の
自治体のために政府自らが提供する。そうい
うコンセプトで、つながってない地方自治体
はない、つながってない地方自治体の施設は
ない。こういうことを、それこそ、言わばお
金をかけないでつなげることができるように
しなければいけないのではないかというふう
に言っています。
　これに関連して、先週から大きな動きがあ
りました。一つはデジタル田園都市国家構想。
これは若宮大臣が担当になって、とにかく地
方までデジタルテクノロジーの恩恵が行き届
くようにしようということです。これを見て
ください。東京圏への年齢階層別転入超過数
の推移を見ると、明らかに10代と20代が多い
です。これは教育が原因なのです。この東京
一極集中を解決するために、日本のどこにい
てもよい教育が受けられるようにするのが大
事です。それからこちらには、牧島さんが田
園都市国家構想の中に、デジタル庁として何
をやるべきか、というのが書いてあります。
　これは現在の行政イメージです。一般論で
すが、いまは、それぞれのサービスがサービ
スプロバイダーとしての行政業務で分かれて
いますので、窓口がそれぞれで分かれている
とか、書類がそれぞれに分かれるということ
がどうしても起こってしまっています。これ
をデジタルテクノロジーの力で国民、市民に
とって分かりやすい、使いやすいようにしな
ければいけません。
　二つ目はデジタル臨調（デジタル臨時行政
調査会）が一昨日行われました。これはデジ

タル改革、規制改革、それから行政改革をど
ういうふうにするのかという規制改革会議を
中心にした新しいルールベースの課題をどう
やって解くのかというものです。
　デジタル田園都市国家構想とデジタル臨調
の両輪で、日本の社会がデジタル社会として
生まれ変わるということだと思います。
　そろそろまとめに入ります。一番大事なこ
とは、もちろん日本の社会が隅々までよくな
ることですが、そのときに私たちはグローバ
ルな空間と合成された新しい空間にいるとい
うことです。世界との距離は近く、世界のマー
ケットに対してもいろいろな産業を発展させ、
世界に貢献できる。このような意味を持って
います。そして、人間が中心であるというこ
とを考えて進めていくということが、日本の
使命です。また、技術というものは発展すると、
どうしても悪用、濫用するひとが出てきます。
これはインターネットができたころ、あるい
は20年前ともまったく状況が異なります。し
かし、悪用濫用は出てきますが、その逆の正
しい利用、つまり善用ということを考えると、
日本には本当に強い期待を世界中の人が持っ
ているのです。たとえば大災害に見舞われた
ときに、人と人が助けあうとか、きちんと行
列を作るとか、善いことをする社会というの
は、日本の文化じゃないですか。そういう意
味で、日本風に「デジタル道」つまり、次の
世代のためにも恥ずかしくない道、日本のデ
ジタル道とは何だと、いうこと考えてみると、
日本独自のデジタル社会づくりに誇りをもっ
て取り組めるのではないかというふうに思い
ます。
　私からの話は、以上でございます。ご清聴
どうもありがとうございました。

パネルディスカッション
メインテーマ
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メインテーマ

　安心して自分らしく暮らせる
　まちをつくるために

コーディネーター大森　彌氏
　　　　　　東京大学名誉教授

パネリスト　　　南雲　岳彦氏
　　　　　　　　（一社）スマートシティ・インスティテュート専務理事

　　　村木　厚子氏
　　　　　　　　津田塾大学客員教授

　　土生　栄二氏
　　　　　　厚生労働省老健局長

令和 3年 11月 18日（木）12：00～ 13：30
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メインテーマ

　安心して自分らしく暮らせる
　まちをつくるために

コーディネーター大森　彌氏
　　　　　　東京大学名誉教授

パネリスト　　　南雲　岳彦氏
　　　　　　　　（一社）スマートシティ・インスティテュート専務理事

　　　村木　厚子氏
　　　　　　　　津田塾大学客員教授

　　土生　栄二氏
　　　　　　厚生労働省老健局長

令和 3年 11月 18日（木）12：00～ 13：30

▼大森：第１日目のパネルディスカッション
にご参加の皆さん、こんにちは。ようこそご
参集いただき、ありがとうございます。時節柄、
オンラインで行いますが、不手際があるかも
しれません。お許しいただければと思います。
　テーマは、今、ご紹介ございましたように、
「安心して自分らしく暮らせるまちをつくるた
めに」でございます。この大会の前身は「介
護保険推進全国サミット」でして、18年間続
いていましたが、2019年から名称が変わりま
して、「地域共生社会の全国サミット」となり、
本年で3回目です。
　この鎌倉大会の１つの目玉といいますか特
色は、今まであまり正面から扱ってこなかっ
た、デジタル社会が地域共生社会と、どうい
うふうに結びついていくのか、どういうふう
にデジタルテクノロジーというものを役立て
ることができるのかということを正面から取
り上げている点だと思います。最初の村井純
さんの基調講演もそのテーマでございます。
本日、私どものパネルディスカッションも、
それを受けさせていただいて議論が進められ
ればというふうに考えております。
　本日は、そのために、三人のご登壇といい
ますか、ご発言をお願いしています。最初は、
スマートシティについて熱心に取り組んでお
られます、スマートシティ・インスティテュー
トの専務理事の南雲岳彦さんでございます。

よろしくお願いいたします。それから、現在
は津田塾大学の客員教授をされています村木
厚子さんです。よろしくお願いいたします。
それから、厚生労働省の老健局長の土生栄二
さんでございます。よろしくお願いいたしま
す。この３人で、これからディスカッション
をしていきたいと思います。
　鎌倉市は、皆さん方、既にご存じかもしれ
ませんが、「鎌倉市共生社会の実現を目指す条
例」を定めていますが、それと同時に、現在
はスマートシティ化へ向かって準備を始めて
いると伺っています。そこで、まず、この点
に焦点を絞って、その第一人者として南雲さ
んにご発言いただきます。私は古い世代に属
していまして、スマートシティについては不
案内ですので、今日は私自身も勉強したいな
と思って、ここに参加しております。最初は
南雲さんから、少し説明を丹念にしていただ
くために、20分ほどのご発言をお願いしてあ
ります、その後、お２人から発言いただくこ
とにいたしたいと思います。
　若干、進行についてお願いがございます。
３人のプレゼンが終わりました後、私から気
がついた点について１問ずつ、お三方に質問
いたしますので、お答えいただいた上で、こ
のテーマをめぐって議論を展開したいと思い
ます。最初に、司会のほうから会場から質問
を取るというご説明ございましたけど、持ち
時間が限られていますので、せっかくご質問
いただきながら回答の時間がとれないかもし
れません。この点は、あらかじめご容赦いた
だければと思ってます。よろしくお願いいた
します。
　それでは、最初に南雲さんからご発言いた
だきます。よろしくお願いいたします。
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▼南雲：ご紹介どうもありがとうございまし
た。一般社団法人スマートシティ・インスティ
テュートの南雲でございます。それでは、私
のほうから、スライドを使いまして、少しお
話をさせていただければなというふうに思い
ます。先ほど村井先生から、大きな国家ビジョ
ンといいますか、テクノロジーがもたらす新
たな社会の像について、お話をいただいたと
思います。私のほうから、それが、じゃあ私
たち一人一人にとって、どういう意味をもら
たすのか、共生社会とどういうふうにつながっ
ているのかという点について、お話をさせて
いただければなというふうに思います。
　スマートシティという言葉が出てきていま
す。これは、テクノロジーを使って生活を便
利にしていきましょうという、まちづくりの
ことを指しますけれども、最近は、村井先生
の言葉で言いますと、デジタル田園都市国家
構想と、少し難しい言葉になりますけども、
暮らしの中にデジタルを使うということが大
きな点になっているわけですね。なぜ、そう
いうところに今、日本は差しかかっているの
かという点に、簡単に触れたいと思いますけ
ども、やはり少子高齢化ということがあって、
なかなか一人一人のニーズ、社会保障とか生
活を支えるニーズに対して人手をかけること
が、だんだんと難しくなってきていると。当然、
人口が減ると税金も減りますし、なかなか十

分な人手をかけたサービスができなくなって
いくところを、うまくテクノロジーを使って
カバーしていこうと、こういう発想になって
います。とりわけ、人口が減るのが地域とい
う形になりますので、地域の生活の質が下が
らないようにという知恵の出し方が、まさに
このスマートシティという言葉で表されてい
るということです。
　左側を見ていただきますと、いろんな生活
のシーンが出ていて、それが線でつながって
いますよね。これが実はデジタルでつながっ
ているということを意味しています。皆さん、
生活シーンを少し思い浮かべていただきたい
と思いますけれども、例えば、私の年老いた
母親が、１人で地域に住んでいるとします。
当然、年を取ると、急に体調が悪くなって病
院に行かなければならないというようなこと
が発生するわけですけど、これがもしデジタ
ルでつながっていると、体調の変化というの
をあらかじめ予知して、かかりつけの病院に
デジタルで連絡をする。と同時に、デジタル
の力を使って、タクシーとか配送のための車
を自動で呼ぶことができる。将来これは多分、
自動運転の車になるかもしれません。その車
に乗って、いち早く私の母親は病院に行くこ
とができ、そして病院に着く頃には、もうカ
ルテのデジタルデータが自動的に先生の目の
前に届いている。と同時に、遠くに住んでい
る息子の私のところにも電話がかかってき
て、オンラインで診察の状況が見れるように
なる。診察が終わって、母親がまた、自動配
送されてくる車で帰るときには、キャッシュ
レスでペイメントが終わっていく。例えば、
このようにデジタルでいろんなものをつなげ
ていくことによって、今まで人が全部介在し
なければいけなかったことが解決するように
なるよというのが、デジタルを使った一つの
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▼南雲：ご紹介どうもありがとうございまし
た。一般社団法人スマートシティ・インスティ
テュートの南雲でございます。それでは、私
のほうから、スライドを使いまして、少しお
話をさせていただければなというふうに思い
ます。先ほど村井先生から、大きな国家ビジョ
ンといいますか、テクノロジーがもたらす新
たな社会の像について、お話をいただいたと
思います。私のほうから、それが、じゃあ私
たち一人一人にとって、どういう意味をもら
たすのか、共生社会とどういうふうにつながっ
ているのかという点について、お話をさせて
いただければなというふうに思います。
　スマートシティという言葉が出てきていま
す。これは、テクノロジーを使って生活を便
利にしていきましょうという、まちづくりの
ことを指しますけれども、最近は、村井先生
の言葉で言いますと、デジタル田園都市国家
構想と、少し難しい言葉になりますけども、
暮らしの中にデジタルを使うということが大
きな点になっているわけですね。なぜ、そう
いうところに今、日本は差しかかっているの
かという点に、簡単に触れたいと思いますけ
ども、やはり少子高齢化ということがあって、
なかなか一人一人のニーズ、社会保障とか生
活を支えるニーズに対して人手をかけること
が、だんだんと難しくなってきていると。当然、
人口が減ると税金も減りますし、なかなか十

分な人手をかけたサービスができなくなって
いくところを、うまくテクノロジーを使って
カバーしていこうと、こういう発想になって
います。とりわけ、人口が減るのが地域とい
う形になりますので、地域の生活の質が下が
らないようにという知恵の出し方が、まさに
このスマートシティという言葉で表されてい
るということです。
　左側を見ていただきますと、いろんな生活
のシーンが出ていて、それが線でつながって
いますよね。これが実はデジタルでつながっ
ているということを意味しています。皆さん、
生活シーンを少し思い浮かべていただきたい
と思いますけれども、例えば、私の年老いた
母親が、１人で地域に住んでいるとします。
当然、年を取ると、急に体調が悪くなって病
院に行かなければならないというようなこと
が発生するわけですけど、これがもしデジタ
ルでつながっていると、体調の変化というの
をあらかじめ予知して、かかりつけの病院に
デジタルで連絡をする。と同時に、デジタル
の力を使って、タクシーとか配送のための車
を自動で呼ぶことができる。将来これは多分、
自動運転の車になるかもしれません。その車
に乗って、いち早く私の母親は病院に行くこ
とができ、そして病院に着く頃には、もうカ
ルテのデジタルデータが自動的に先生の目の
前に届いている。と同時に、遠くに住んでい
る息子の私のところにも電話がかかってき
て、オンラインで診察の状況が見れるように
なる。診察が終わって、母親がまた、自動配
送されてくる車で帰るときには、キャッシュ
レスでペイメントが終わっていく。例えば、
このようにデジタルでいろんなものをつなげ
ていくことによって、今まで人が全部介在し
なければいけなかったことが解決するように
なるよというのが、デジタルを使った一つの

共生社会、新たな社会の像なんですね。
　今、そのデジタルテクノロジーを使った、
まちづくりというのが日本津々浦々いろんな
ところで始まっています。国全体のプロジェ
クトの数を数えると200を超えるところまで
来ていまして、本当にいろいろなところで進
んでいます。その幾つかを簡単にご説明をし
たいというふうに思います。
　左上を見ていただきますと、リアル大丸有
という言葉が目に入ってくると思いますけど、
大丸有というのは、大手町、丸の内、有楽町。
東京駅の前の領域を指しますね。ここでは、
デジタルでまちの模型をつくって、今後まち
にはどういうことが起こるのかということを、
あらかじめ察知しようということをやってい
ます。まちというのは一回、つくってしまい
ますと、もう、つくり替えるのはなかなかで
きないので、デジタル上でいろんな模型をつ
くってみようということですね。そうすると、
人の流れがあらかじめ予見できるので、例え
ば、ソーシャルディスタンスを十分取るため
には、どのぐらいの道の幅があったらいいの
かなとか、どこにどんな例えばトイレの設置
の場所とかいうのも含めて、あらかじめいろ
んな計算ができますねというのが、このデジ
タルツインと呼ばれています大丸有の一つの
特徴になっています。
　右側に１個ずれていただきますと、これは、
つくば市ですね。つくば市ですと、モビリ
ティー、移動の手段にいろんな工夫をしてい
こうということで無人運転の車が走ったりし
て、運転手さんがだんだん高齢化でいなくなっ
てきますから、それをカバーしようというこ
ととか、それから車椅子が通れるような道を
用意しようというようなことを、デジタルの
力を使ってやる、それから車椅子自体も、デ
ジタルの力を使って、よりよいものをつくっ

ていくというようなこと。
　もう１個右に行っていただきます。これ札
幌市になりますけども、歩くことが健康にい
いことから、歩けるためのまちづくりという
ことで、歩いたらどういうふうな体にいいこ
とが起こるのかをセンサーを使って測ってみ
ようと。歩くことが楽しくなるように、いろ
んな地域コインを配ったりとか、いろんなイ
ンセンティブをつけていくような、そんなよ
うなことも考えられています。
　下の段、左のほうに行っていただきます。
これは静岡県の藤枝市です。まちの真ん中に、
いろんな都市機能を集めたコンパクトシチィ
のまちのつくり方なんですけども、フィジカ
ルに物理的にまちを真ん中に集めるだけじゃ
なくて、そこにデジタルもくっつけてしまい
ましょうということで、オンデマンドバスと
いうのが来たりとか、それから水位のセンサー
なんていうのも一つの特徴なんですけど、最
近は気候危機で、豪雨が降ったり、川の氾濫
なんかが出てきます。ここに密集して人が住
んでいると、とても危ないんですけども、い
つ逃げたらいいのか、どこに逃げたらいいの
かということを、町内放送の大きなスピーカー
で流すんじゃなくて、皆さんのお手元にある
スマートフォンとかに、それを分かりやすい
形で、「何々さん、どこどこに逃げてください
ね、何時までに行くと安全ですよ。薬は持ち
ましたか」というように一人一人に分かりや
すく伝わるような形のものができてくる。も
し、どこかに行かれるんであるならば、例え
ば「娘さんのところに行かれるんであるなら
ば、連絡してくださいね」と、こういう注意
なんかもここに届くようになってくるでしょ
う。
　右に行っていただきます。これは島根県の
益田市ですね。ルーラルエリアと言われます。

11/18
木

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

33第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集  ●　



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介

いわゆる地方都市、小さな都市、町ぐらいの
サイズのところについても、いろんな見守り
機能とか、それから健康の機能とか、さっき
の水位とか、こういったものを使って、人が
いなくても安全・安心なまちづくりができる
ようなというような配慮がなされてきてると。
　もう１個右に行っていただきます。これは
広島県の三次市です。だんだんと人が減って
くると公共交通も使いにくくなってくるんで
すね。運転する人がいなくなるということに
加えて、乗る人が少なくなってくるので経
済合理性がなかなか回らなくなってしまう
と。そこを何とか、既存のバスとかタクシー
とか、そういったものをつないで、移動した
いという人が移動できるように、助け合いの
MaaS(マーズ)というものも計画に入っている
ということです。MaaS(マーズ)というのは、
Mobility as a Serviceといって、好きなとき
に公共の交通機関を乗り継いでいけるように、
デジタルでつないでいきましょうというもの
です。
　それから、１つまた難しい言葉を出して、
大変恐縮ですけども、5Gという言葉が、最近
テレビでもお聞きすることが増えているのか
なというふうに思います。これは通信の速度
がだんだん速くなるということです。インター
ネットをつなげたときに、画面が出てくるの
に時間がかかりますよね、これが、どんどん
どんどん速くなっていくということで、通信
速度が速くなる、大容量のデータの伝送がで
きるようになってくる。たくさんのものが一
遍につながるという形になるということで、
今までできなかったこと、諦めてきたことが、
もっとできるようになるという時代が今、目
の前まで来ているということです。コロナの
影響で、家から働けることができるようにな
りましたよね。これももっと便利になってく

る。それから工事なんていうのも、例えば、
力のない女性の方が、手元のコンピューター
でブルドーザーを動かすようなことができる
ようになってきたりとか、観光も、自分の目
の前に、VR（バーチャルリアリティー）を使っ
て見ることができたりとか、ショッピングも
自動運転の車が来て行けるようになったりと
か、手術の際に、自分の近くのお医者さんで
遠くにいる名医の先生の手術を遠隔治療で受
けるようになってきたりとか。こういった形
で、今まで諦めてきたこと、これができるよ
うになってくるというのが一つの特徴になっ
てきています。
　さて、ところが、テクノロジーのためのま
ちづくりをつくっているのではないというこ
とを、我々はよく理解する必要があるという
ふうに思います。では、何のためにやってい
るのかということですけども、それは、市民
が幸せ、well-beingを実現してくれるまちづ
くりのためにやっているのだということです。
ややもすると、未来都市的なテクノロジーが
ぴかぴかと、目立つようなまちづくりのイメー
ジが先行しがちなんですけども、これはそう
ではないというところに世界中が気づいてい
まして、テクノロジーは道具であって目的で
はない。テクノロジーを使って、今まで手が
届かなかったこと、お金がかかりすぎてでき
なかったこと、人が必要としていてもできな
かったことについても、もっと手軽に、もっ
と安くしましょうというのが一つのゴールに
なっています。この点はとても重要な点なの
で、後でもう一回触れたいと思います。
　それから２つ目ですね。先ほど、村井先
生も置いてきぼりをつくらない、「No　one　
left　behind」という言葉をおっしゃってい
られました。これはSDGsの言葉で、世界中の
合い言葉になっていますけども。デジタルの
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サイズのところについても、いろんな見守り
機能とか、それから健康の機能とか、さっき
の水位とか、こういったものを使って、人が
いなくても安全・安心なまちづくりができる
ようなというような配慮がなされてきてると。
　もう１個右に行っていただきます。これは
広島県の三次市です。だんだんと人が減って
くると公共交通も使いにくくなってくるんで
すね。運転する人がいなくなるということに
加えて、乗る人が少なくなってくるので経
済合理性がなかなか回らなくなってしまう
と。そこを何とか、既存のバスとかタクシー
とか、そういったものをつないで、移動した
いという人が移動できるように、助け合いの
MaaS(マーズ)というものも計画に入っている
ということです。MaaS(マーズ)というのは、
Mobility as a Serviceといって、好きなとき
に公共の交通機関を乗り継いでいけるように、
デジタルでつないでいきましょうというもの
です。
　それから、１つまた難しい言葉を出して、
大変恐縮ですけども、5Gという言葉が、最近
テレビでもお聞きすることが増えているのか
なというふうに思います。これは通信の速度
がだんだん速くなるということです。インター
ネットをつなげたときに、画面が出てくるの
に時間がかかりますよね、これが、どんどん
どんどん速くなっていくということで、通信
速度が速くなる、大容量のデータの伝送がで
きるようになってくる。たくさんのものが一
遍につながるという形になるということで、
今までできなかったこと、諦めてきたことが、
もっとできるようになるという時代が今、目
の前まで来ているということです。コロナの
影響で、家から働けることができるようにな
りましたよね。これももっと便利になってく

る。それから工事なんていうのも、例えば、
力のない女性の方が、手元のコンピューター
でブルドーザーを動かすようなことができる
ようになってきたりとか、観光も、自分の目
の前に、VR（バーチャルリアリティー）を使っ
て見ることができたりとか、ショッピングも
自動運転の車が来て行けるようになったりと
か、手術の際に、自分の近くのお医者さんで
遠くにいる名医の先生の手術を遠隔治療で受
けるようになってきたりとか。こういった形
で、今まで諦めてきたこと、これができるよ
うになってくるというのが一つの特徴になっ
てきています。
　さて、ところが、テクノロジーのためのま
ちづくりをつくっているのではないというこ
とを、我々はよく理解する必要があるという
ふうに思います。では、何のためにやってい
るのかということですけども、それは、市民
が幸せ、well-beingを実現してくれるまちづ
くりのためにやっているのだということです。
ややもすると、未来都市的なテクノロジーが
ぴかぴかと、目立つようなまちづくりのイメー
ジが先行しがちなんですけども、これはそう
ではないというところに世界中が気づいてい
まして、テクノロジーは道具であって目的で
はない。テクノロジーを使って、今まで手が
届かなかったこと、お金がかかりすぎてでき
なかったこと、人が必要としていてもできな
かったことについても、もっと手軽に、もっ
と安くしましょうというのが一つのゴールに
なっています。この点はとても重要な点なの
で、後でもう一回触れたいと思います。
　それから２つ目ですね。先ほど、村井先
生も置いてきぼりをつくらない、「No　one　
left　behind」という言葉をおっしゃってい
られました。これはSDGsの言葉で、世界中の
合い言葉になっていますけども。デジタルの

力を使って、今まで声が届かなかった人の声
も拾っていこうと。デジタルインクルージョ
ンといいます。例えば、私の子供も実は障害
者なんですけども、障害がある人って、なか
なか自分の言葉で自分がどう困っているかと
いうことを発露できないですね。だけども、
センサーを使うとか、いろんなAIを使うとか、
テクノロジーを使うと、今この人はどういう
ニーズがあるのかなということをあらかじめ
理解して、健常の人たちが話すような言葉に
置き換えるようなこともできるようになって
きます。ですので、そういう障害がある人が
一人で町に出ても誰も困らない、ちゃんと行
きたいところに行ける、ちゃんと買いたいも
のが買える。そういったことを実現するいい
チャンスなのですね。なので、デジタルテク
ノロジーを、誰かが一人勝ちするようなため
に使うのではなく、みんなが幸せになれるよ
うなまちづくりのために使っていくデジタル
インクルージョンの考え方、これがとても大
切になってきます。そして日本は、それをや
るのに、とても適した文化や伝統を持った国
かなと、私は思っておりまして、ぜひ、このチャ
ンスにみんなの力でそれを実現するというこ
とが、とても大切かなというふうに思います。
　それから３つ目ですね。信頼性を大切にす
る社会ということが、実はとても大切になっ
てきます。デジタル化が進んだ国々を見てい
きますと、実は信頼性を大切にする国ほど、
デジタル化が進んでいるんですね。例えば、
北欧なんていうのはいい例だと思いますけれ
ども。デンマーク、フィンランド、スウェー
デンとかですね。データを使う社会になって
きますので、自分のデータを誰かに渡す、そ
れが果たして信頼される形で使われるのかと
いうことが、とても大切になってきます。そ
のための法律や規制、条例といったものも準

備する必要がありますし、それから、一旦自
分から手が離れたデータについては、ちゃん
と信頼できるという社会の仕組みを整えてい
くということがとても大切になってきます。
ですので、テクノロジーが進歩するというこ
とは、法律や規制、ルール、慣習というもの
についてもアップデートする必要が出てくる
ことがとても大切になってきます。それによっ
て、不安がなく、誤解がなく、安心してテク
ノロジーを使う社会をつくっていくことがと
ても大切になってきます。
　そのときの考え方として人を中心としたま
ちをつくっていくときに、この玉ねぎのよう
な図がとても便利なんです。真ん中に人がい
ます。例えば私がいます、皆さんがいます。
その外側に地域のコミュニティがあります。
その外にいろんな社会インフラ、制度とか、
道路とか、建物とかがあります。さらに自然
環境がある。こういう玉ねぎみたいになって
いるところを、まず思い浮かべていただきた
いんですけども、今までは、外側のまちとい
うハードウェアをつくる、もしくは法律をつ
くると、中にいる人は幸せになるのではない
かという仮説に基づいて、これをやってきた
ようなところがあります。ところが、これは
必ずしもうまくいったわけではないんですね。
これからは、特にテクノロジーの時代になり
ますから、テクノロジーありきで考えるので
はなくて、まず、真ん中にいる人に何が必要
なのか、どういう状況が幸せなのかというこ
とを考えて、それを実現するために何が必要
なのかということを、中から外に向かって考
えていくということが重要になってきます。
ハイウェイを造ったらみんな幸せになるとい
うことではないですね。ロボットがたくさん
いると幸せになるか。そうではないですね。
自分はもっと自由に動けるようになりたい。
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自分はオンラインで勉強ができるようになり
たい。自分はオンラインで医療のサービスを
受けられるようになりたい。いろんなそうい
うニーズから外側に向かって考えていく。こ
れが一つの重要なポイントになってきます。
それを人間中心主義の社会というふうに呼ん
でいるわけです。
　ここは少し難しいので、ささっといきます
けども、テクノロジーを使うということはデー
タが取れるということなので、皆さんの幸せ
は本当に達成できているのか、皆さんが住ん
でいるまちではニーズが満たされているのか
ということも、データを使って確認をするこ
とができるようになってきます。ですので、
well-being、幸福度とか暮らしやすさ、それ
は医療とか健康、居住環境とかモビリティー、
教育、いろいろありますけど、これを全部、
実際データを取ってみて、当初考えていたと
おりのものができるのかということを検証し
ながら、市民の皆さんが、そうだと思うよう
な形になるようになっているのかということ
を確認しながらやっていくということがとて
も大切になってきます。
　これはそのデータを取ったときの事例なの
で、ぱっと見ていただければ結構なんですけ
ども。データを取ることによって、いろんな
確認ができるということです。
　この図も、ちょっと難しいのですけれども、
左の下を見ていただきますと、いろいろとデ
ジタル化をする対象が書いてあります。デジ
タルガバメントは、これ電子行政のことです。
それから、社会・文化へのつながりとか、防
災とかヘルスケア、交通とか、こういうとこ
ろにデジタル化が入ってくるわけですね。そ
の結果、上に行っていただいて、社会的に、
精神的に、身体的に幸せになったのかという
ことを確認しながら、みんなでワークショッ

プをやったりしながら社会をつくっていきま
しょうと。こういう体系が、これからの社会
の大きなニーズになってくるということです。
　１つだけ海外の例を皆さんにご紹介したい
というふうに思います。これはフィンランド
です。世界で最も幸せな国と言われるフィン
ランドが、どういう発想で、人間中心主義の
デジタル化をやっているかということですけ
ども左側の図を見ていただきますと、真ん中
にひげの生えた男の人がいまして、周りにい
ろんなことがちょっと英語で書いてあります。
これを日本語で説明しますと、真ん中にいる
人が主人公です、この人が幸せになるために
はどんなサービスが必要かということが、そ
の周りにある青いお団子のような図の中に書
いてあります。健康であることが必要だとか、
教育が必要だとか、行政サービスにこんなの
が必要だとか。これをデジタルで覚えさせて、
データベースを作るんですね。
　右側の図に行っていただきますと、女の人
が２人、左端に立っていますけども、一番左
側の肌色の顔をした女性について、デジタル
のデータを使って模型を作るんです。この人
が将来、どういうライフイベント、結婚をし
たり、子供が生まれたり、車の免許を取ったり、
学校に行ったり、就職をしたり、もしくは病
院で入院したりということを、あらかじめこ
のデジタルの模型に経験をさせてみましょう
と。その結果、どんなサービスが本当に必要
になってくるかということが、その人、一人
一人について分かってくるようになってきま
す。例えば、この国で実験されたのは、内気
な女子大生のご両親が突然離婚したら、どん
なサービスがこの人には向いているのかとい
うことを、AIを使って、あらかじめ用意をし
ておきますと。そうすると、困った女子大生
が、自ら行政手続とかをしなくても、向こう
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自分はオンラインで勉強ができるようになり
たい。自分はオンラインで医療のサービスを
受けられるようになりたい。いろんなそうい
うニーズから外側に向かって考えていく。こ
れが一つの重要なポイントになってきます。
それを人間中心主義の社会というふうに呼ん
でいるわけです。
　ここは少し難しいので、ささっといきます
けども、テクノロジーを使うということはデー
タが取れるということなので、皆さんの幸せ
は本当に達成できているのか、皆さんが住ん
でいるまちではニーズが満たされているのか
ということも、データを使って確認をするこ
とができるようになってきます。ですので、
well-being、幸福度とか暮らしやすさ、それ
は医療とか健康、居住環境とかモビリティー、
教育、いろいろありますけど、これを全部、
実際データを取ってみて、当初考えていたと
おりのものができるのかということを検証し
ながら、市民の皆さんが、そうだと思うよう
な形になるようになっているのかということ
を確認しながらやっていくということがとて
も大切になってきます。
　これはそのデータを取ったときの事例なの
で、ぱっと見ていただければ結構なんですけ
ども。データを取ることによって、いろんな
確認ができるということです。
　この図も、ちょっと難しいのですけれども、
左の下を見ていただきますと、いろいろとデ
ジタル化をする対象が書いてあります。デジ
タルガバメントは、これ電子行政のことです。
それから、社会・文化へのつながりとか、防
災とかヘルスケア、交通とか、こういうとこ
ろにデジタル化が入ってくるわけですね。そ
の結果、上に行っていただいて、社会的に、
精神的に、身体的に幸せになったのかという
ことを確認しながら、みんなでワークショッ

プをやったりしながら社会をつくっていきま
しょうと。こういう体系が、これからの社会
の大きなニーズになってくるということです。
　１つだけ海外の例を皆さんにご紹介したい
というふうに思います。これはフィンランド
です。世界で最も幸せな国と言われるフィン
ランドが、どういう発想で、人間中心主義の
デジタル化をやっているかということですけ
ども左側の図を見ていただきますと、真ん中
にひげの生えた男の人がいまして、周りにい
ろんなことがちょっと英語で書いてあります。
これを日本語で説明しますと、真ん中にいる
人が主人公です、この人が幸せになるために
はどんなサービスが必要かということが、そ
の周りにある青いお団子のような図の中に書
いてあります。健康であることが必要だとか、
教育が必要だとか、行政サービスにこんなの
が必要だとか。これをデジタルで覚えさせて、
データベースを作るんですね。
　右側の図に行っていただきますと、女の人
が２人、左端に立っていますけども、一番左
側の肌色の顔をした女性について、デジタル
のデータを使って模型を作るんです。この人
が将来、どういうライフイベント、結婚をし
たり、子供が生まれたり、車の免許を取ったり、
学校に行ったり、就職をしたり、もしくは病
院で入院したりということを、あらかじめこ
のデジタルの模型に経験をさせてみましょう
と。その結果、どんなサービスが本当に必要
になってくるかということが、その人、一人
一人について分かってくるようになってきま
す。例えば、この国で実験されたのは、内気
な女子大生のご両親が突然離婚したら、どん
なサービスがこの人には向いているのかとい
うことを、AIを使って、あらかじめ用意をし
ておきますと。そうすると、困った女子大生
が、自ら行政手続とかをしなくても、向こう

側から、プッシュアウトといいますけども、
サービスのほうが自動的に届いてくるような
社会。手続きがなくても困りごとを解消する。
これ特に、弱者と言われる人たちにとっては、
とてもありがたいサービスになってくる可能
性があります。シングルマザーとか障害があ
る人、事故に遭って思うように肢体が動かせ
ない方という方たちにとって必要なサービス
が、民間も、行政も、向こう側から届いてく
る。だから、自分の時間は自分のために使え
るよと。こういう時代が今、来ようとしてい
ます。こういったことを、みんなでつくって
いく、それがwell-beingかなというふうに思
います。
　これが最後です。先ほど申し上げましたけ
ども、中から外へ、中から外へという形で、
幸せをつくっていくというのが一つのポイン
トです。それから、右側の三角形をご覧になっ
ていただければと思います。これはとても大
切なことで、デジタルテクノロジーというと、
データにどうしても目が奪われがちなんです
けども、データだけでは幸せな社会はつくれ
ません。三角形の下からみていきますと、デー
タを集めたら、みんなで知恵を出し合い社会
の文脈としましょうということを表した図で
す。そうすると、データは、一段上のインフォ
メーション（情報）に変わります。インフォ
メーションになったら、これをいろんな統計
とかAIを使って分析をすると、もう一段上に
行って、ナレッジ（知識）に変わります。ナレッ
ジに、皆さんが持っている生の経験（エクス
ペリエンス）を加えると、これが知恵になり
ます。そういったwell-beingのための知恵が
集まる社会をつくっていきましょう。これが
スマートな社会、スマートシティと言われる
社会です。
　ご清聴ありがとうございました。

【大森】　南雲構想というか、南雲理論を全面
的に、短い時間ですが、簡潔に分かりやすく
ご説明いただきました。全体として、スマー
ト社会がどういう構造になって、どういう仕
組みになっているかということについて、こ
んなに分かりやすい説明を伺ったのは初めて
でした。大変参考になるご発言だったのでは
ないかと思います。
　それでは、あとお２人から、ご用意されて
いる資料に基づいて、ご発言をお願いしましょ
う。村木さん、お願いします。

▼村木：私の話は、今の話とは非常に距離が
あって、共生社会をつくっていくために何が
必要かという中で、たまたま私が今やってい
る、若い女の子たちの支援の現場から見えて
きたことを、少しお話をしたいと思います。
私は、若草プロジェクトというNPO活動、小
さなNPO活動なんですけれども、これをやっ
ているので、少しその話をしたいと思います。
実は、この活動、亡くなられた瀬戸内寂聴さ
んが発起人で、まだ彼女が95歳ぐらいのとき
に、やり残していることは何かしらねという
ことを言ってくださって、女の子のことが心
配だわねということで始まった活動です。
　何で私たちがそう思ったかというと、やは
り日本は、子供の貧困、６人から７人に１人
は相対的貧困の状況に子供たちがある。ひと
り親家庭だと、２世帯に１世帯は貧困状況に
あります。それから、虐待の通報がとても
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増えている。通報が増えること自体は悪いこ
とではないんですけれども、あまり皆さんが
ご覧になることはない数字で、ぜひ見ていた
だきたい数字があります。虐待の通報がある
うち一時保護につながるのが大体二、三万件、
最終的に児童相談所が判断をして、施設や里
親さんのところに行くのは、これまで大体年
間5,000人ぐらいのお子さんなんですね。そ
うすると、それは通報のあったうちの３％程
度で、あとの子供は、結局おうちで暮らして
いるということになる。それから、児童福祉
の世界というのは、18歳までがメインのター
ゲットで、そこを外れると、アフターケアが
非常に弱い世界ということで、厳しい状況に
ある子ども・若者がかなりいる。それから、
我々が見つけられていない虐待もある。つま
り、見つけられていない虐待、見つかっても
親御さんを指導して、何とかおうちで頑張ろ
うねというお子さんがたくさんいて、しかも
18歳でケアを手放すという、こんな形で児童
福祉が行われているので、やはり子供の状況、
実はよくないよね。こういう子たちが、ある
年齢になると、じゃあ、この状況から抜け出
そうということで、１人で頑張ろう、家から
出ようということが始まる。そのときに、社
会の側には、こういう子たちを使って儲けよ
うという悪い人たちもいるし、ネットは今日、
いい面もあるけども、ブラックなところもあ
る。その悪い人たちにネット上で絡めとられ
てしまう。こんなことがあるので、女の子た
ちの支援をしようということで我々の活動は
始まりました。
　活動の柱３つです。つなぐ、学ぶ、広める
ということです。「つなぐ」。まず、女の子た
ちと支援をつなぐということです。今日のテー
マに少し絡めて言うと、我々の女の子たちへ
の相談業務、入り口はLINE相談です。これが

できたことで、非常に女の子たちとうまくつ
ながれるようになりました。電話なんか若い
子はかけないよと言われて、ああ、そうかと
いうふうに思いました。インターネットを使っ
た相談が非常にいいのは、彼女たちに聞くと、
身近な大人っていうのは先生も親も、自分た
ちにとっては、彼らのほうが非常にパワーが
強い。それが、少し距離がある大人、逃げよ
うと思えば逃げられる大人で、でも、信頼が
できる大人とつながれるというのが非常にい
いと言われました。
　それから、もう一つ、やってみて気がつい
たことですが、地方は社会資源が大変少ない。
こういうオンラインの相談があって、初めて
相談とつながれたという若い子たちが非常に
多かったので、これは非常によかったかなと
思います。あと、シェルターや居場所を我々
は持っています。
　このほかに、「つなぐ」という面ではもう一
つ、支援者同士がつながるというのを今、一
生懸命やっています。子供とか女性の支援を
する300以上の施設とゆるくつながっていて、
ここと企業をつなぐという活動をやっていま
す。例えば、ユニクロがお洋服を提供する、
ネスレさんがチョコレートを提供する、ハウ
ス食品さんが災害用の食品提供できる。そん
な形で、企業がこれが提供できるよと登録を
していただくと、皆さんにメールでお知らせ
が行って、eコマースと同じようにそのキャ
ンペーンのページを見てもらって、欲しいも
のを欲しい量だけ各施設が注文をすると物が
届くという仕掛けになっています。ですから、
チャリティーでとてもありがたいけど本当は
いらなかったというものが届かず、必要なもの
が必要な量だけ届いて、かつ、その反応もお
返しできるということで、そんなことも今やっ
ています。
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増えている。通報が増えること自体は悪いこ
とではないんですけれども、あまり皆さんが
ご覧になることはない数字で、ぜひ見ていた
だきたい数字があります。虐待の通報がある
うち一時保護につながるのが大体二、三万件、
最終的に児童相談所が判断をして、施設や里
親さんのところに行くのは、これまで大体年
間5,000人ぐらいのお子さんなんですね。そ
うすると、それは通報のあったうちの３％程
度で、あとの子供は、結局おうちで暮らして
いるということになる。それから、児童福祉
の世界というのは、18歳までがメインのター
ゲットで、そこを外れると、アフターケアが
非常に弱い世界ということで、厳しい状況に
ある子ども・若者がかなりいる。それから、
我々が見つけられていない虐待もある。つま
り、見つけられていない虐待、見つかっても
親御さんを指導して、何とかおうちで頑張ろ
うねというお子さんがたくさんいて、しかも
18歳でケアを手放すという、こんな形で児童
福祉が行われているので、やはり子供の状況、
実はよくないよね。こういう子たちが、ある
年齢になると、じゃあ、この状況から抜け出
そうということで、１人で頑張ろう、家から
出ようということが始まる。そのときに、社
会の側には、こういう子たちを使って儲けよ
うという悪い人たちもいるし、ネットは今日、
いい面もあるけども、ブラックなところもあ
る。その悪い人たちにネット上で絡めとられ
てしまう。こんなことがあるので、女の子た
ちの支援をしようということで我々の活動は
始まりました。
　活動の柱３つです。つなぐ、学ぶ、広める
ということです。「つなぐ」。まず、女の子た
ちと支援をつなぐということです。今日のテー
マに少し絡めて言うと、我々の女の子たちへ
の相談業務、入り口はLINE相談です。これが

できたことで、非常に女の子たちとうまくつ
ながれるようになりました。電話なんか若い
子はかけないよと言われて、ああ、そうかと
いうふうに思いました。インターネットを使っ
た相談が非常にいいのは、彼女たちに聞くと、
身近な大人っていうのは先生も親も、自分た
ちにとっては、彼らのほうが非常にパワーが
強い。それが、少し距離がある大人、逃げよ
うと思えば逃げられる大人で、でも、信頼が
できる大人とつながれるというのが非常にい
いと言われました。
　それから、もう一つ、やってみて気がつい
たことですが、地方は社会資源が大変少ない。
こういうオンラインの相談があって、初めて
相談とつながれたという若い子たちが非常に
多かったので、これは非常によかったかなと
思います。あと、シェルターや居場所を我々
は持っています。
　このほかに、「つなぐ」という面ではもう一
つ、支援者同士がつながるというのを今、一
生懸命やっています。子供とか女性の支援を
する300以上の施設とゆるくつながっていて、
ここと企業をつなぐという活動をやっていま
す。例えば、ユニクロがお洋服を提供する、
ネスレさんがチョコレートを提供する、ハウ
ス食品さんが災害用の食品提供できる。そん
な形で、企業がこれが提供できるよと登録を
していただくと、皆さんにメールでお知らせ
が行って、eコマースと同じようにそのキャ
ンペーンのページを見てもらって、欲しいも
のを欲しい量だけ各施設が注文をすると物が
届くという仕掛けになっています。ですから、
チャリティーでとてもありがたいけど本当は
いらなかったというものが届かず、必要なもの
が必要な量だけ届いて、かつ、その反応もお
返しできるということで、そんなことも今やっ
ています。

　２つ目の柱は「学ぶ」で、これは少女たち
を支援できる、信頼できる大人になるための
講習会とかハンドブックの作成をやっていま
す。ここでも、YouTubeを使って、こういう
ことを勉強していただくためのチャンネルを
設けたところです。これも、つながる、技術
によっていろんな人とつながれたということ
で、大変、我々重宝しています。
　最後の柱が「広める」で、これは女の子たち、
自分で何とかやっていこうという女の子たち
が、例えば家出とか、例えばJKビジネスにつ
ながってしまうということがある。それを見
る世の中の目が大変冷たいということですね。
そうじゃない、あの子たちは悪い子ではなく
て、あの子たちは一人で生きていきたいと思っ
て一人で闘っている子たちで、大人が手助け
をしなきゃいけないということを伝える。こ
の３つの活動を中心に今やっています。
　LINE相談をやってみて、このコロナ、非常
に大きな変化がありました。去年の４月の終
わりぐらいから相談が急増しました。メンタ
ル面の相談がもともと多いんですが、それに
加えて家族の相談が大変増えました。一番相
談が多いのは10代の後半、次いで20代です。
これ、LINE相談の画面ですが、コロナで仕事
が全然入りませんという相談だったり、これ
が典型なんですが、ステイホームで家にいな
ければならず居場所がない、逃げ場がなくなっ
てしまったという相談があったり、死んでし
まいたいという相談があります。
　相談員の弁護士の言葉が大変印象的でした。
もともと彼女たちは、崖のそばに立っていた
子たちだ。それがコロナで、より崖のほうに
押しやられている。さすがにこのままでは崖
から落ちると思って相談につながった。コロ
ナが非常に厳しい状況ではあるけれども、相
談をしようという決断を促した、世の中に問

題を見せた、表に出したという意味で、大変
いい面があったというふうに言ってくれまし
た。どうしても相談をするというのは、非常
にハードルが高いというふうに言われていま
す。大人を信用していいかどうか不安だとか、
みんな、こういう苦労をしているんだから、
私だけが相談してはいけないとか、家庭の親
の悪口を人には言いたくなかったとか、そん
な気持ちを彼女たちは抱えています。
　こういう子たちとオンラインを中心にして、
あるいは居場所をつくりながら、つながって
いるんですが、最後は何の勝負になるかとい
うと、これ、我々相談員の一番の大きなライ
バルはJKビジネスのスカウトのお兄さんだと
言われています。まちに出て、「どこから来た
の、大丈夫、今日御飯は食べた、今日泊まる
ところあるの」。「ない」と言うと、すぐに御
飯食べさせてくれて、すぐに泊まる場所をつ
くってくれる。１日か２日たつと、「うちで働
いてみない？」。働いてみると、「あ、君はい
い子だね、君が来てくれて助かったよ。君は
よく頑張っている」こう言って声をかけてく
れる。これに対抗するには、最後は生きてい
くためのリアルの支援が必要で、安心できる
居場所と味方になれる人と誇りを提供すると
いうことを、しっかりやっていきたいなとい
うふうに思っています。
　日本はどうしても、相談をするということ
が苦手な人が多い。それは、人に迷惑をかけ
てはいけないと子供の頃から教えられている
からでしょうか。若い子たちを見ていて、大
事だと思うのは、自立というのは、依存をし
ないということではなくて、自立というのは、
たくさんのものに少しずつ依存して上手に生
きていくことだ。このことを、女の子たちだ
けではなくて、実は頼るのが苦手なのは中高
年男性だったりするので、こういうことを
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皆さんに言っていきたいなというふうに思っ
ています。
　南雲先生の話を聞きながら、やはりそうだ
と思ったんですが、今までの日本社会はこの
左側、公的なことは、困っている人の支援は
行政がやって、企業はお金もうけをして、第
三セクターが非常に弱いという状況だったん
ですが、これからは、私たちの活動もそうな
んですが、行政の力と、企業さんにも力を借
りて、そしてNPO、NGOという第三セクター
も頑張る。実は、この３つのセクターの構成
員は全員市民であって、市民が市民のために、
自分たちの組織の強みを生かして頑張ってい
く。こういう社会をつくっていきたいという
ふうに思っています。
▼大森：私は、一々うなずいて聞いていまし
た。すてきなフレーズがいっぱい出ていまし
て、後で、できれば南雲さんからも印象やコ
メントがあったら伺いたいなと思って、お聞
きしていました。
　それでは、次は土生さんからお願いします。

▼土生：厚生労働省老健局長の土生です。私
のほうからは、当然といえば当然ですが、今
やっている仕事、介護保険中心に、地域包括
ケアシステムの構築について、現状、今後の
課題について、私の考えるところをお話しさ
せていただきたいと思います。
　まず、地域共生社会の推進ということと、

それから社会保障全体ですね。これは令和元
年５月の厚労省の社会保障・働き方改革推進
本部でまとめられた資料でありますけれども、
最近の地域共生社会推進検討会の中でも引用
されておりますけれども、これから2040年を
展望して、誰もが、より長く元気に活躍でき
る社会、これは地域共生社会と言ってもいい
と思いますけれども、そういう実現を目指し
て、社会保障・働き方改革の全体の視点を、
どう整理をするかということの資料でありま
す。多様な就労社会参加、健康寿命の延伸、
医療・福祉サービスの改革とありまして、そ
の下に、その基盤として、政府の持続可能性
の確保、ここはなかなか難しいところではあ
りますけれども、そういうふうに位置づけを
されております。
　実はちょっと、デジタル化というのが、少
し要素としては入っていますけれども、まだ
ちょっと明示的には入っていないところであ
りますけれども、昨年の厚生労働白書では、
このバージョンアップだと思いますけれども、
デジタル化の推進ということも、こういった
全ての要素を支える基盤として、位置づけら
れているということは申し上げたいと思いま
す。
　左のほうのところに、地域共生、地域の支
え合いとありますが、これは恐らく狭い意味
での地域づくりということで、この社会参加
の要素として位置づけられているのかなとい
うふうに思いますけれども、この点も、全て
の基盤になるものとして位置づけるというこ
とも、広い意味では可能じゃないかなという
ふうに思っております。この３つの要素、今、
私が担当している高齢者中心の保健福祉と
いう面でも相互に関連しているというふうに
思っておりまして、例えば多様な就労という
ところでは、高齢者の就労機会の確保、それ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

11/18
木

40 ●　第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介

皆さんに言っていきたいなというふうに思っ
ています。
　南雲先生の話を聞きながら、やはりそうだ
と思ったんですが、今までの日本社会はこの
左側、公的なことは、困っている人の支援は
行政がやって、企業はお金もうけをして、第
三セクターが非常に弱いという状況だったん
ですが、これからは、私たちの活動もそうな
んですが、行政の力と、企業さんにも力を借
りて、そしてNPO、NGOという第三セクター
も頑張る。実は、この３つのセクターの構成
員は全員市民であって、市民が市民のために、
自分たちの組織の強みを生かして頑張ってい
く。こういう社会をつくっていきたいという
ふうに思っています。
▼大森：私は、一々うなずいて聞いていまし
た。すてきなフレーズがいっぱい出ていまし
て、後で、できれば南雲さんからも印象やコ
メントがあったら伺いたいなと思って、お聞
きしていました。
　それでは、次は土生さんからお願いします。

▼土生：厚生労働省老健局長の土生です。私
のほうからは、当然といえば当然ですが、今
やっている仕事、介護保険中心に、地域包括
ケアシステムの構築について、現状、今後の
課題について、私の考えるところをお話しさ
せていただきたいと思います。
　まず、地域共生社会の推進ということと、

それから社会保障全体ですね。これは令和元
年５月の厚労省の社会保障・働き方改革推進
本部でまとめられた資料でありますけれども、
最近の地域共生社会推進検討会の中でも引用
されておりますけれども、これから2040年を
展望して、誰もが、より長く元気に活躍でき
る社会、これは地域共生社会と言ってもいい
と思いますけれども、そういう実現を目指し
て、社会保障・働き方改革の全体の視点を、
どう整理をするかということの資料でありま
す。多様な就労社会参加、健康寿命の延伸、
医療・福祉サービスの改革とありまして、そ
の下に、その基盤として、政府の持続可能性
の確保、ここはなかなか難しいところではあ
りますけれども、そういうふうに位置づけを
されております。
　実はちょっと、デジタル化というのが、少
し要素としては入っていますけれども、まだ
ちょっと明示的には入っていないところであ
りますけれども、昨年の厚生労働白書では、
このバージョンアップだと思いますけれども、
デジタル化の推進ということも、こういった
全ての要素を支える基盤として、位置づけら
れているということは申し上げたいと思いま
す。
　左のほうのところに、地域共生、地域の支
え合いとありますが、これは恐らく狭い意味
での地域づくりということで、この社会参加
の要素として位置づけられているのかなとい
うふうに思いますけれども、この点も、全て
の基盤になるものとして位置づけるというこ
とも、広い意味では可能じゃないかなという
ふうに思っております。この３つの要素、今、
私が担当している高齢者中心の保健福祉と
いう面でも相互に関連しているというふうに
思っておりまして、例えば多様な就労という
ところでは、高齢者の就労機会の確保、それ

から健康寿命の延伸というところでは、介護
予防、フレイル対策、認知症予防ありますけ
れども。それから、医療・福祉サービス改革
というところでは、デジタル化による生産性
の向上という、もう一つの柱としまして、タ
スクシフトを担う人材の育成、シニア人材の
活用、推進、これはボランティアということ
もあるかもしれませんけれども、高齢者雇用
の推進という側面もあるわけでございまして、
こういう３つの要素をそれぞれ関連させなが
ら推進をしていくということが、地域包括ケ
アの推進につながっていくというふうに考え
ております。
　これは、皆さんの見慣れた図だと思います
けれども、2025年、これは団塊の世代の方が
75歳以上になるということで、ターゲットイ
ヤーというふうに位置づけられているわけで
すけれども、それを目指して、地域包括ケア
システムを構築していこうということであり
ます。医療、介護、予防、住まい、生活支援
が包括的に確保される体制をつくっていくと
いうことでありますけれども、国の役割とい
うのは、制度・事業の整備ですとか、好事例
の横展開、全体の底上げということで、今日は、
一つ一つなかなかお話しできませんけれども、
様々な制度改正の取り組みがなされてきたと
いうことであります。最近では、社会福祉法
と同時改正ということで、重層的支援体制整
備事業の創設ということも行われてきている
ところでございます。
　2025年ということがターゲットになってお
りますので、この辺りで、各市町村がどうい
うふうに取り組んでいただいているのか、進
捗状況というと、ちょっときついかもしれま
せんけれども、現在の状況、今後の課題とい
うことを、全体として各市町村ごとに確認し
ていくということが、まず必要ではないかと

いうふうに思っております。国のほうも、こ
れは要求中の予算ですので、どこまで取れる
か、まだ、とらぬ狸ではありますけれども、
支援体制の充実ということを図っていきたい
というふうに思っております。
　横串の課題として、やはり認知症施策の推
進、認知症のある方、あるいはそのご家族の
方への支援の充実ということは、大きな横串
の課題としてあるのではないかというふうに
思っております。医療、ケア、介護サービス、
介護者の支援ということで、地域においてそ
ういった拠点、支援体制の整備を行っていく
ということと併せまして、④として記載して
おりますけれども、認知症バリアフリー社会
を社会全体として実現をしていくということ
も併せて重要だということでございます。日
本認知症官民協議会ということで、大森先生
にもご尽力を賜りまして、業種ごとの社会で
のバリアフリー社会実現に向けた取り組みと
いうことも進められておりますので、地域と
そういった業界相互の横の連絡といいますか、
そういったものを両面で取り組んでいく必要
があるのではないかというふうに思っており
ます。
　そうした中で、喫緊の課題としましては、
コロナの感染拡大ということがあったわけで
ございます。厚労省としましても、状況に応
じて、介護事業者の方々あるいは関連する支
援者の方々に対する様々な制度・事業による
支援というものを実施してきたということで
ございます。おかげさまで、現時点では、か
なり感染の抑制が、ようやく実現してきてい
るということだと思いますけれども、一つ、
まだ次の波に備えていくということが重要に
なっているわけでございます。
　併せまして、コロナ感染症への対応が、高
齢者の方々も含めた国民の皆様の心身への
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影響というのが懸念されているところでござ
います。左のグラフは、昨年の介護予防の一
環として行われております通いの場の実施状
況ということでございますが、やはり緊急事
態宣言が発令されました４月、５月というと
ころは、かなり多くのところで自粛せざるを
得ないという状況になっていたわけでござい
ます。その後、再開というのも進んできてお
ります。
　高齢者の方々への影響ということで見たの
が右側の図でございますけれども、一部自治
体で追跡調査をしていただいたところ、やは
り外出の機会が減ったというようなこと、あ
るいは鬱状態につながりかねないような状況
が少し拡大してきているという懸念もあるわ
けでございます。
　したがいまして、今後の介護予防の取り組
みということは、こうしたコロナの影響とい
うことを念頭に置いて、安全に感染予防を図
りながら、どのように様々な活動を再開、継
続していくかということが課題になっている
ということでございます。
　15ページは、私どもで作っております特設
ウェブサイトの概要でありますし、16ページ
では、同じくホームページで、各自治体でそ
れぞれ工夫していただいております取り組み
事例などをご紹介しているところでございま
す。
　今後はワクチン検査パッケージの活用とい
うことも社会全体で言われているところもご
ざいます。そういった流れをよく見ながら、
感染予防とそれから健康づくり、生きがい対
策というものが両立するように取り組んでい
く必要があるというふうに思っております。
　それから、もう一つの喫緊の課題は、今回
のサブテーマの一つになっていると聞いてお
りますけれども、災害時の対応ということで

ございます。昨年の夏の九州の豪雨災害とい
うことは、まだ記憶に新しいところでござい
ますけれども、20ページにありますように、
厚労省と国土交通省で共通の検討会を設けま
して、豪雨災害に対する実効性のある避難の
確保ということで、今日、サブテーマの中で
も参加されると聞いております内閣府のご協
力も得ながら検討をしてきたところでござい
ます。次のページにありますとおり、避難の
実効性を高める方策というものを様々検討し
て取りまとめたということでございます。
　それから、地域で暮らしておられる方の避
難をどうするかということも、当然、同様に
重要であるわけでございます。災害対策基本
法が改正になりまして、個別避難計画を今後
つくっていこうということを、市町村中心に
取り組んでいただくということになったわけ
でございます。介護保険の専門職の方も、こ
うしたものに協力できるような枠組み、支援
策が求められているのではないかというふう
に考えております。
　あとの資料は、今回の介護報酬の改定の概
要ということで、個々にはご説明いたしませ
んけれども、25番目の資料だけ見ていただき
ますと、今回の改定の中でも、感染症や災害
への対応力強化ということ、それから、地域
包括ケアシステムの推進。それから、自立支
援・重度化防止の取り組みの推進。介護人材
の確保、介護現場の革新等をテーマに、給付
費分科会で熱心にご議論いただきまして、改
定を行ったということでございます。デジタ
ル化という点では、例えば科学的介護の推進
ということで、データをまだ分析、フィード
バックはこれからだということではあります
けれども、そうした枠組みをつくっていこう
ということ。それから、先ほど南雲先生のお話
にもございましたけれども、人材をどう効率
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影響というのが懸念されているところでござ
います。左のグラフは、昨年の介護予防の一
環として行われております通いの場の実施状
況ということでございますが、やはり緊急事
態宣言が発令されました４月、５月というと
ころは、かなり多くのところで自粛せざるを
得ないという状況になっていたわけでござい
ます。その後、再開というのも進んできてお
ります。
　高齢者の方々への影響ということで見たの
が右側の図でございますけれども、一部自治
体で追跡調査をしていただいたところ、やは
り外出の機会が減ったというようなこと、あ
るいは鬱状態につながりかねないような状況
が少し拡大してきているという懸念もあるわ
けでございます。
　したがいまして、今後の介護予防の取り組
みということは、こうしたコロナの影響とい
うことを念頭に置いて、安全に感染予防を図
りながら、どのように様々な活動を再開、継
続していくかということが課題になっている
ということでございます。
　15ページは、私どもで作っております特設
ウェブサイトの概要でありますし、16ページ
では、同じくホームページで、各自治体でそ
れぞれ工夫していただいております取り組み
事例などをご紹介しているところでございま
す。
　今後はワクチン検査パッケージの活用とい
うことも社会全体で言われているところもご
ざいます。そういった流れをよく見ながら、
感染予防とそれから健康づくり、生きがい対
策というものが両立するように取り組んでい
く必要があるというふうに思っております。
　それから、もう一つの喫緊の課題は、今回
のサブテーマの一つになっていると聞いてお
りますけれども、災害時の対応ということで

ございます。昨年の夏の九州の豪雨災害とい
うことは、まだ記憶に新しいところでござい
ますけれども、20ページにありますように、
厚労省と国土交通省で共通の検討会を設けま
して、豪雨災害に対する実効性のある避難の
確保ということで、今日、サブテーマの中で
も参加されると聞いております内閣府のご協
力も得ながら検討をしてきたところでござい
ます。次のページにありますとおり、避難の
実効性を高める方策というものを様々検討し
て取りまとめたということでございます。
　それから、地域で暮らしておられる方の避
難をどうするかということも、当然、同様に
重要であるわけでございます。災害対策基本
法が改正になりまして、個別避難計画を今後
つくっていこうということを、市町村中心に
取り組んでいただくということになったわけ
でございます。介護保険の専門職の方も、こ
うしたものに協力できるような枠組み、支援
策が求められているのではないかというふう
に考えております。
　あとの資料は、今回の介護報酬の改定の概
要ということで、個々にはご説明いたしませ
んけれども、25番目の資料だけ見ていただき
ますと、今回の改定の中でも、感染症や災害
への対応力強化ということ、それから、地域
包括ケアシステムの推進。それから、自立支
援・重度化防止の取り組みの推進。介護人材
の確保、介護現場の革新等をテーマに、給付
費分科会で熱心にご議論いただきまして、改
定を行ったということでございます。デジタ
ル化という点では、例えば科学的介護の推進
ということで、データをまだ分析、フィード
バックはこれからだということではあります
けれども、そうした枠組みをつくっていこう
ということ。それから、先ほど南雲先生のお話
にもございましたけれども、人材をどう効率

的に専門職の方が専門的な仕事に集中してい
ただくかということで、テクノロジーの活用
ということも、まだ芽出し程度かもしれませ
んけれども、導入をされたということでござ
います。こうした点は、今後よく検証しながら、
介護の質の向上を図りつつ、人材確保をどう
推進していくかということで、引き続き取り
組んでいきたいと思っております。

▼大森：３人から最初のプレゼンがなされま
したので、これから私から、一問一答形式で
お伺いしてまいります。
　南雲さんにお聞きしたいのは、全体として
は、日本の社会全体のイメージが示されてい
るんですけど、こういうテクノロジーを生か
していくためには、初期投資が必要ですね。
それから、更新のお金が必要ですし、運営、
維持管理にもお金が必要で、しかも技術革新
が日進月歩ですから、次から次へと新規のも
のが登場してくるんじゃないか。そうすると、
追われっぱなしになるんじゃないかという危
惧がないわけではありません。まず、全体と
してのかかる費用については、どんなような
感触をお持ちになっているか、簡単にご説明
いただけませんでしょうか（会場から関連質
問あり）。
▼南雲：実は、とても重要で、かつ難しいポ
イントをご質問いただいたかなというふうに
思います。まず最初、テクノロジーのテスト

という形を経ないと、社会実装に至らないん
ですけども、その段階ではやはり公的なお金
が使われるというのが一般的かと思います。
ただし、その後の社会実装をする段階になり
ますと、民間のお金がどうしても必要になっ
てくるということになりますので、産官学民
というふうな言われ方をしますけども、社会
課題を解決するという視点から、民間と公共
と一緒になってビジネスを回していくような
モデルをつくっていくというところに今、差
しかかっています。
　人口が減っているという、とても難しい局
面にあるんですけども、これを乗り越えない
といけないということもあって、何とかこれ
をできないかということで、いろんな試みが
今、始まっているところです。簡単なアプリ
ケーションのようなものに関しては、そんな
に難しくないんですけども、デジタルプラッ
トフォームと言われるもの、これは非常に大
きなデータ基盤を、データを連携する基盤を
つくっていくという形になっていきます。こ
れは世界各国そうですけども、いろんなモデ
ルがありまして、日本の場合も、民間の大企
業を含めた資金と、それから公的な戦略との
組み合わせで、プラットフォームをつくって
いくという形で動いています。そこを乗り越
えられるかどうかというのは、今後の試金石
という形になっていくかなというふうに思い
ます。
▼大森：もう１つよろしいですか。お話の中で、
最終的にはwell-beingが大事だというご指摘
がありましたが、これは、どなたも反対でき
ないことだと思いますけれども、先ほど言い
ましたように、次から次へと新しいテクノロ
ジーが登場しますので、民間の方々の意識と
しては、どうしても新しい可能性と新しいビ
ジネスチャンスというか、あるいは新しい
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利潤が可能になる領域のほうへほうへと行く
可能性があるのではないか、先生がお考えに
なっているように、基本的にはwell-beingと
接続しないといけないということをどうやっ
たら実現できるのか、そういう環境をどうやっ
てマネジメントするのかということは、結構
難しそうに思うんですけど。これから、いろ
んな自治体で実験してきまして、どういう形
になるのかなと思っているんですけど。その
辺のところは、どんなふうにお考えになって
いますでしょうか。
▼南雲：これも、時代の転換点かもしれませ
んけども、乗り越えていくべき課題というの
があるかなというふうに思っておりまして。
今までは、ややもすると、企業の持っている
商品をそのまま買う、その結果、ベンダーロッ
クインという言われ方しますけども、そこか
らもう逃げられなくなってしまって、メンテ
ナンスフィーをずっと払い続けなきゃいけな
くってしまうという現象が続いてきました。
これからは、そういうアプローチではなくて、
市民が何が必要なのかというところから考え
て、シビックエンゲージメントという言われ
方もしますけれども、まず何が必要なのかと
いうところを、シビックセクターとパブリッ
クセクターで考える。それから、お金の使い
方という形で、どの企業に、どういうような
支払いをしていくのか、何を購入するのかと
いうことを決めていくという順番の整理が必
要になってくるというふうに思います。よっ
て、パブリックセクターと、それからシビッ
クセクターで、テクノロジーが分かる人が育っ
ていく必要がありまして、その上で、本当に
最先端のテクノロジーを買わなきゃいけない
のか、もうちょっと安くなったものでもいい
んじゃないかと。全部買わなきゃいけないの
か、それとも、我が町ではこれだけ必要なの

かということについて見極めをしていく。こ
ういった準備が必要になってくるかなという
ふうに思います。
▼大森：この領域の人材というのは、今、育
ちつつあるんでしょうか。相当数。
▼南雲：まさにそれが日本の課題になってい
ますね。DX人材が足りないよという言われ
方していますけども。今までは、どちらかと
いうと、大企業の中にそういうテクノロジー
をやる人たちが集まっていきすぎていて、公
共セクターには全く足りていないという状況
になっていきました。これを、やはり育てて
いくための大学のような専門教育のところと、
それから、そういったテクノロジーの知識を
持った人を、例えば複数の自治体の兼任とい
う形で技能を発揮していただけるような場を
つくるとか、もしくは地域の中に、企業の中
では必ずしも発揮できないような能力の発揮
をする場をつくっていくとかいうことが、だ
んだんと今、始まりつつあるというところな
ので、直ちにできているのかというと、まだ
これからですという答えが正しいところかな
というふうに思います。
▼大森：デジタルの社会の到来というのは、
そんなに遠くない将来でしょうが、どのくら
いのタイムスパンのイメージでしょうか。か
つて未来学って繁盛したことがあるんでが、
途中で、ふっと消えてしまったんですよね。
これも新しい未来学ではないかという印象も
あるんですけど、どのぐらいのタイムスパン
のことでしょうか。さきほど土生局長さんは
ば2040年に言及されましたが、もうちょっと
長いスパンということになるでしょうか。
▼南雲：そうですね、物によっては、一括し
て標準化をしてしまうと、あとはその地域地
域にテクノロジストがいなくても、ある程度
まとめて導入できる類いのものもあったりは

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

11/18
木

44 ●　第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介

利潤が可能になる領域のほうへほうへと行く
可能性があるのではないか、先生がお考えに
なっているように、基本的にはwell-beingと
接続しないといけないということをどうやっ
たら実現できるのか、そういう環境をどうやっ
てマネジメントするのかということは、結構
難しそうに思うんですけど。これから、いろ
んな自治体で実験してきまして、どういう形
になるのかなと思っているんですけど。その
辺のところは、どんなふうにお考えになって
いますでしょうか。
▼南雲：これも、時代の転換点かもしれませ
んけども、乗り越えていくべき課題というの
があるかなというふうに思っておりまして。
今までは、ややもすると、企業の持っている
商品をそのまま買う、その結果、ベンダーロッ
クインという言われ方しますけども、そこか
らもう逃げられなくなってしまって、メンテ
ナンスフィーをずっと払い続けなきゃいけな
くってしまうという現象が続いてきました。
これからは、そういうアプローチではなくて、
市民が何が必要なのかというところから考え
て、シビックエンゲージメントという言われ
方もしますけれども、まず何が必要なのかと
いうところを、シビックセクターとパブリッ
クセクターで考える。それから、お金の使い
方という形で、どの企業に、どういうような
支払いをしていくのか、何を購入するのかと
いうことを決めていくという順番の整理が必
要になってくるというふうに思います。よっ
て、パブリックセクターと、それからシビッ
クセクターで、テクノロジーが分かる人が育っ
ていく必要がありまして、その上で、本当に
最先端のテクノロジーを買わなきゃいけない
のか、もうちょっと安くなったものでもいい
んじゃないかと。全部買わなきゃいけないの
か、それとも、我が町ではこれだけ必要なの

かということについて見極めをしていく。こ
ういった準備が必要になってくるかなという
ふうに思います。
▼大森：この領域の人材というのは、今、育
ちつつあるんでしょうか。相当数。
▼南雲：まさにそれが日本の課題になってい
ますね。DX人材が足りないよという言われ
方していますけども。今までは、どちらかと
いうと、大企業の中にそういうテクノロジー
をやる人たちが集まっていきすぎていて、公
共セクターには全く足りていないという状況
になっていきました。これを、やはり育てて
いくための大学のような専門教育のところと、
それから、そういったテクノロジーの知識を
持った人を、例えば複数の自治体の兼任とい
う形で技能を発揮していただけるような場を
つくるとか、もしくは地域の中に、企業の中
では必ずしも発揮できないような能力の発揮
をする場をつくっていくとかいうことが、だ
んだんと今、始まりつつあるというところな
ので、直ちにできているのかというと、まだ
これからですという答えが正しいところかな
というふうに思います。
▼大森：デジタルの社会の到来というのは、
そんなに遠くない将来でしょうが、どのくら
いのタイムスパンのイメージでしょうか。か
つて未来学って繁盛したことがあるんでが、
途中で、ふっと消えてしまったんですよね。
これも新しい未来学ではないかという印象も
あるんですけど、どのぐらいのタイムスパン
のことでしょうか。さきほど土生局長さんは
ば2040年に言及されましたが、もうちょっと
長いスパンということになるでしょうか。
▼南雲：そうですね、物によっては、一括し
て標準化をしてしまうと、あとはその地域地
域にテクノロジストがいなくても、ある程度
まとめて導入できる類いのものもあったりは

しますし、それから、スタートアップが担っ
ていくようなところもあったりもするんです
ね。まだら模様という言い方が、まず目先の
答えになるというふうに思いますけども。こ
れは国際競争力、韓国とかシンガポールも大
変な勢いでこれをやっているわけですけども、
これと肩を並べるとか、かつての日本のよう
な状況になるということになってくると、数
十年単位という物の見方になってくるかなと
いうふうに思います。目先は、やはり2030年
というところまでに、何らかの答えを出さな
いと、だんだんと次の世代へのツケが、どん
どん大きくなっていくということでしょうか
ら、これはやはり国の税金の使い方、それか
ら企業の戦略の立て方も含めて、そこにウエイ
トをかけていくというのが目指すべき、もし
くは自然な流れかなというふうに思いますね。
▼大森：私の関心で１問に限らず何問もわた
りました。恐縮でした。ありがとうございま
した。
　村木さん、今度は１問にいたしますので。
村木さんは、人生の中で思いもかけず事件に
巻き込まれました。そのときに村木さんがおっ
しゃっていたことで私が記憶しているのは、
自分は支えられる側に立ったというか、そう
いう経験をしたんだという、そういうお話を
していたと思うんですけど。若草プロジェク
トに実際に関わっておられて、支える、支え
られるというようなことについて、どんな
ふうにお考えになっているかということを、
ちょっと言葉を重ねてお願いしたいと思うん
で、いかがでしょうか。
▼村木：もう12年ぐらい前になるんですけど、
身に覚えのないことで逮捕をされて、拘置所
に164日ほど閉じ込められるという経験をし
ました。私は、それまで福祉とか、いろんな
こともやっていて、支えるとか支えられると

いうことも、何となく頭では分かっていたつ
もりなんですが、逮捕されて拘置所に入れら
れてみると、あれ、明日から私がやっていた、
あの仕事はどうなるんだろう。家にいる受験
生の娘は誰が世話するんだろう。それが、外
とは連絡も取っちゃいけないと、会えるのは
弁護士さんだけということなので、その弁護
士さんを頼りに、家のことをどうする、仕事
をどうする、自分の裁判どうするということ
を相談しながら生きていくという期間があり
まして、そのときに、本当に恥ずかしながら、
あれ、私は今まで、自分は支える側だと無意
識のうちにきっと思っていたんだなと。自分
で稼いで自分で食べて、仕事もやっているし。
だけど、そういうふうに思っている人間が、
一瞬にして、本当に一夜にして支えられる側
になるんだということを、実感をした。人っ
て誰でも支えられる側になるということを実
感しました。その上で、その後、自分が何と
かそこで頑張ってやらないといけないという
ときに思ったことがありまして、人はそうい
うつらい目に遭ったときに、何が必要かとい
うのを考えたときに、私はやはり２つ支えが
必要だったというふうに振り返って思ってい
ます。
　１つは、やはりプロの支えで、私の場合だっ
たら、弁護士さんなんですけど。きっと多く
の人の場合は、逮捕されることはないんでしょ
うから、お医者さんだったり福祉だったり、
そういうプロの支えというのをどうやって得
ていくかということ。
　もう一つは、家族とか友人とかというイン
フォーマルな支え、ご近所とかも結構大きな
存在でした。そういう人の支えがあるかどう
かってとても大事でいた。社会をつくってい
く上で、その２つの備えというのを、社会が
つくっていかなきゃいけないんじゃないかと
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実感しました。
　その上で、私が最後に思ったのは、それ
でも自分が大丈夫と思えた瞬間というのは、
ちょっと違っていて、そういえば私、娘のた
めに、ちゃんと頑張って最後まで闘わなきゃ、
娘のために自分がやるべきことがあると思っ
た瞬間に、もう私、絶対大丈夫だと思えた。
土生さんは高齢者のお話されたし、私は少女
たちの話をしましたけども、自分も誰かのた
めに何かできるとか、自分も貢献できるとか、
自分がまだやれることがあると思うこととい
うのは、ものすごく大きな支えになるので、
支えをつくると同時に、その支えられる人が、
何かで貢献できる仕掛けを社会の中にしっか
りつくっていくということが忘れてはいけな
いポイントかなというふうに思いました。本
当にひょんなことで遭遇した困難でしたけど、
非常に、そういう意味では発見がたくさんあっ
たというふうに思っています。
▼大森：地域共生社会の実現の理念の中には、
物事を我が事として考えようという、そうい
うフレーズがありますので、そこと結びつい
ていくんじゃないかなと思います。
　老健局長さん、介護保険制度の現状と課題
と、地域包括ケアシステムをどうやって充実
させていくかという話は、今日の参加者の皆
さん方のご関心ですけども、このことと、今
回の大会のテーマであります地域共生社会の
実現といいますのは、全体として社会のあり
方を少しずついいものに変えていこうという
発想ですから。その辺のつながりについて、
つまり地域共生社会と介護保険制度、あるい
は地域包括ケアみたいなものと重なるところ、
その辺の関係について、局長さんはどんなふ
うにお考えになっているかということを、簡
単に伺えますか。
▼土生：私自身の考えということですけれど

も、地域共生社会はかなり広い、社会全体と
いいますか、地域社会のありよう、全体だと
思います。その中で、様々な要素があると思い
ますけれども、支える側、支えられる側が共生
していく、あるいは人と人とのつながり、助
け合いといったような要素があると思います。
　その中で、村木さんからお話あったような
少女の話、児童福祉の話、障害者福祉の話、様々
な方がその社会で暮らしておられるというこ
となんですけれども、やはり、その中で一つ、
高齢者の保健福祉というのは、まずニーズの
規模といいますか、人口の規模としても明ら
かに、かなり日本人の相当な部分を占めるよ
うになってきているということだと思います
し、それから、ある程度、誰しもが生きてい
れば加齢を、よわいを重ねていくわけですか
ら、自分のこととして考えられる、そうした
ニーズの普遍性ということもあるんだと思い
ますけれども、やはり地域共生社会をつくっ
ていく上で大きな柱になる制度・事業という
のが、介護保険とそれに関連する制度ではな
いかというふうに思います。
　そういうことですから、先人、先輩たちの
関係者のご努力によって、介護保険制度とい
うことができて、もう20年以上がたっている
わけでありますし、それから、その後も社会
保障と税の一体改革ということで消費税の引
き上げ財源により、例えば医療介護総合確保
基金が各県に設置をされたり、地域支援事業
の充実ということもなされたということで。
そういう意味で、各市町村、全国津々浦々に
かなりの資金が投入できるという体制が、既
にできているということがあると思いますの
で、やはりこの柱を地域共生社会の実現に活
用していくということは重要な視点ではない
かというふうに思います。
　その際に、制度の垣根を低くしていくとい
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実感しました。
　その上で、私が最後に思ったのは、それ
でも自分が大丈夫と思えた瞬間というのは、
ちょっと違っていて、そういえば私、娘のた
めに、ちゃんと頑張って最後まで闘わなきゃ、
娘のために自分がやるべきことがあると思っ
た瞬間に、もう私、絶対大丈夫だと思えた。
土生さんは高齢者のお話されたし、私は少女
たちの話をしましたけども、自分も誰かのた
めに何かできるとか、自分も貢献できるとか、
自分がまだやれることがあると思うこととい
うのは、ものすごく大きな支えになるので、
支えをつくると同時に、その支えられる人が、
何かで貢献できる仕掛けを社会の中にしっか
りつくっていくということが忘れてはいけな
いポイントかなというふうに思いました。本
当にひょんなことで遭遇した困難でしたけど、
非常に、そういう意味では発見がたくさんあっ
たというふうに思っています。
▼大森：地域共生社会の実現の理念の中には、
物事を我が事として考えようという、そうい
うフレーズがありますので、そこと結びつい
ていくんじゃないかなと思います。
　老健局長さん、介護保険制度の現状と課題
と、地域包括ケアシステムをどうやって充実
させていくかという話は、今日の参加者の皆
さん方のご関心ですけども、このことと、今
回の大会のテーマであります地域共生社会の
実現といいますのは、全体として社会のあり
方を少しずついいものに変えていこうという
発想ですから。その辺のつながりについて、
つまり地域共生社会と介護保険制度、あるい
は地域包括ケアみたいなものと重なるところ、
その辺の関係について、局長さんはどんなふ
うにお考えになっているかということを、簡
単に伺えますか。
▼土生：私自身の考えということですけれど

も、地域共生社会はかなり広い、社会全体と
いいますか、地域社会のありよう、全体だと
思います。その中で、様々な要素があると思い
ますけれども、支える側、支えられる側が共生
していく、あるいは人と人とのつながり、助
け合いといったような要素があると思います。
　その中で、村木さんからお話あったような
少女の話、児童福祉の話、障害者福祉の話、様々
な方がその社会で暮らしておられるというこ
となんですけれども、やはり、その中で一つ、
高齢者の保健福祉というのは、まずニーズの
規模といいますか、人口の規模としても明ら
かに、かなり日本人の相当な部分を占めるよ
うになってきているということだと思います
し、それから、ある程度、誰しもが生きてい
れば加齢を、よわいを重ねていくわけですか
ら、自分のこととして考えられる、そうした
ニーズの普遍性ということもあるんだと思い
ますけれども、やはり地域共生社会をつくっ
ていく上で大きな柱になる制度・事業という
のが、介護保険とそれに関連する制度ではな
いかというふうに思います。
　そういうことですから、先人、先輩たちの
関係者のご努力によって、介護保険制度とい
うことができて、もう20年以上がたっている
わけでありますし、それから、その後も社会
保障と税の一体改革ということで消費税の引
き上げ財源により、例えば医療介護総合確保
基金が各県に設置をされたり、地域支援事業
の充実ということもなされたということで。
そういう意味で、各市町村、全国津々浦々に
かなりの資金が投入できるという体制が、既
にできているということがあると思いますの
で、やはりこの柱を地域共生社会の実現に活
用していくということは重要な視点ではない
かというふうに思います。
　その際に、制度の垣根を低くしていくとい

う方向が一つあると思います。これは重層的
支援体制整備事業ということで、相談・支援
体制の包括化ということにつながっていくこ
とだと思いますし、もう一つは、やはりこの
介護の制度、事業の仕組みそのものを共生型
に要素を取り入れていくということだと思い
ます。先ほど申し上げましたとおり、高齢者
雇用、生きがい対策、健康づくりみたいなも
のは、全部つながっているわけでございます
ので、例えば介護施設の中で、元気な高齢者
の方を介護助手として活用していただくとか、
そういった取り組みも進んできているところ
でありますので、制度の垣根を広げて、本当
の意味での基盤として機能していくというよ
うなことと、制度事業の中身そのものも、共
生社会の実現に資するようなものに変えてい
くということで、一つの柱として機能するの
ではないかというふうに思っております。以
上です。
▼大森：多分、自治体の現場からしますと、
地域共生社会の実現をするためには、やはり
従来の縦割りが大きな障害になっていまして、
今、局長さんのお話の中には、できるだけそ
れも包括化していくということですから、一
般的に、幾つかの施策を同時に解決し、ある
いは相談に応じて解決していくことが必要で
す。自治体の現場で見ると、国の補助金って、
みんな分野別、個別の縦割りになっているん
ですよ。それと会計検査が連動しています。
自治体の現場は、そんなに多くの人手があり
ませんから、１人の職員が複数の仕事をやる
ときに、補助金をどのぐらいの割合で使った
かとよく言われるのです。それを厚労省は何
とかして克服しようと包括化をしていただい
ていますので、これを様々な省庁も、その方
向を目指してほしいなと思うんですよね。自
治体からみますと、大事なご発言だと思いま

す。
▼土生：１点よろしいですか。そういう意味
では、大森先生には、釈迦に説法で恐縮なん
ですが、介護保険って、もともと地方分権の
フロントランナーとして始まったということ
でございます。分権の中で一体改革というの
がありましたけれども、本当の意味では、一
般財源化をすれば、地方、本当に自由に使っ
ていただくということなんですけれども、他
方で、やはり国が補助しないと、なかなか、
その一つ一つの施策が進んでいかないという
ところでありますので、そのバランスをどう
取っていくのかということが、やはり課題と
して残っているのではないかなというふうに
思っております。
▼大森：お立場上、よく分かるご発言です。
先ほど村木さんから、私、重要だと思ったん
ですけど、若い女性たちのLINE相談の大切
さが言われていました。LINE相談の、それ
に対する対応は信頼できる大人がいるんです
ね。これは、南雲さんからもお聞きしたいん
ですけど、このLINE相談に答えるのは、AI
でできるだろうかと、唐突な質問なんですけ
ど。村木さんは先ほど、信頼できる大人がいて、
それでやって、初めていろんなことが分かっ
てくるんですと。南雲さん、どんなふうにお
考えですか。
▼南雲：そうですね、まず、AIが相談の答
えを出すというところの前に、そういった状
況に置かれそうな子供たち、女の子が今回の
対象者だったかと思いますけども。察知する
というところがAIの最初の出番だと思います
ね。なので、状況から見て、この子は危ない
のではないのかというところのレーダーの役
割を果たして、人間につなぐというような形
のAIの使い方が、まず最初に出てくるところ
かなと思います。もちろん、AIによっては、
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そのやり取り、助けを求めるというような問
いに対して大人が答えるというのを、やり取
りを見ることによって学習をして、何らかの、
また次のステップという形で、その次、どん
なサービスが必要になってくるかという先読
み、予測ですね。こんなものもできるように
なる可能性はあるというふうに思いますので。
人をAIが置き換えるというふうにばかり考え
るのではなくて、補完する、共創するという
ような、共創というのはともにつくるという
意味ですけども、そういうような使い方に発
想を向けたほうが、何となくいいのかなとい
うふうには思います。
▼大森：なるほど。村木さんは、どんな感じ
ですか。
▼村木：少女の支援もそうだし、あと私、今、
孤独・孤立の問題も少し関わっているんです
けど。本当に、さっきおっしゃられたように、
孤独・孤立というものも、もし、そのAIがそ
のシグナルを察知できるとすると、ものすご
く大きな武器になるなと思って。これは、誰
にお願いすればいいか分からないんですけど、
そういうところを、うまくキャッチできる仕
組みができたら、とてもいろんな分野に使え
るなというふうに思いました。
　それともう一つは、そういうものをキャッ
チするためには、やはり個人のいろんな情報
をAIが見るということになって、LINE相談
は少女支援もそうですし、生活困窮者の支援
のときにもちょっと議論になったんですけれ
ども、膨大な相談の履歴とか個人情報を、こ
れをどうやって安全に保有をするかというこ
とがあって、そこをもう少し、何ていうか、
パブリックな、共通の、サーバーみたいなも
のとか、そういうことができないかなという
ような話が出ていたんですけど。何か前に進
める方法というのはあるでしょうか。

▼大森：南雲さん、お願いできますか。
▼南雲：まさにそれをやらんとしているのが、
そのsociety5.0ということだと思うんですけ
ども。データに関しては、どういったデータ
がプライバシーに相当するかということから
始まって、誰がそのデータを保管するかとか、
管理するかとかいうところについて、まだま
だ越えていかなければいけないようなバーは
たくさんあります。健常者というか、普通の
方だとオプトインという形で、自分のデータ
を使っていいよということで、都度都度オー
ケーを出すという仕組みがあるんですけども、
緊急事態に関しては、そんなことを言ってい
られないというのがありますよね。ドメス
ティックバイオレンスみたいなものもそうで
しょうし、それから、子供の虐待みたいなも
のもそうでしょうし、それから、大地震が起
こって津波が来ているときに、人流を把握で
きているんだけれど、個人情報だから、この
人に題してアラートを出せないみたいな問題
が出てきてしまうと、本末転倒という問題が
出てきますよね。なので、平常時の場合と緊
急時の場合をどう切り分けていくのかという
ところを含めて、まさにこれから詰めなきゃ
いけないと、こういう段階に入っているとい
う認識を持っています。
▼大森：スマートシティ構想については、南
雲さんが、この領域で頑張っておられて、開
催市の鎌倉市も、スマートシティに向かって
おられますが、様々な試みがここ数年で表に
わっと出てくるような可能性なんでしょうか。
どんなふうに、南雲さんは、お考えになって
いますか。
▼南雲：そうですね。鎌倉市さんは、本当に
頑張っておられる自治体の一つだというふう
に、私は思っていまして。未来共生社会をつ
くるという理念に本当に基づいた形で、テク
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そのやり取り、助けを求めるというような問
いに対して大人が答えるというのを、やり取
りを見ることによって学習をして、何らかの、
また次のステップという形で、その次、どん
なサービスが必要になってくるかという先読
み、予測ですね。こんなものもできるように
なる可能性はあるというふうに思いますので。
人をAIが置き換えるというふうにばかり考え
るのではなくて、補完する、共創するという
ような、共創というのはともにつくるという
意味ですけども、そういうような使い方に発
想を向けたほうが、何となくいいのかなとい
うふうには思います。
▼大森：なるほど。村木さんは、どんな感じ
ですか。
▼村木：少女の支援もそうだし、あと私、今、
孤独・孤立の問題も少し関わっているんです
けど。本当に、さっきおっしゃられたように、
孤独・孤立というものも、もし、そのAIがそ
のシグナルを察知できるとすると、ものすご
く大きな武器になるなと思って。これは、誰
にお願いすればいいか分からないんですけど、
そういうところを、うまくキャッチできる仕
組みができたら、とてもいろんな分野に使え
るなというふうに思いました。
　それともう一つは、そういうものをキャッ
チするためには、やはり個人のいろんな情報
をAIが見るということになって、LINE相談
は少女支援もそうですし、生活困窮者の支援
のときにもちょっと議論になったんですけれ
ども、膨大な相談の履歴とか個人情報を、こ
れをどうやって安全に保有をするかというこ
とがあって、そこをもう少し、何ていうか、
パブリックな、共通の、サーバーみたいなも
のとか、そういうことができないかなという
ような話が出ていたんですけど。何か前に進
める方法というのはあるでしょうか。

▼大森：南雲さん、お願いできますか。
▼南雲：まさにそれをやらんとしているのが、
そのsociety5.0ということだと思うんですけ
ども。データに関しては、どういったデータ
がプライバシーに相当するかということから
始まって、誰がそのデータを保管するかとか、
管理するかとかいうところについて、まだま
だ越えていかなければいけないようなバーは
たくさんあります。健常者というか、普通の
方だとオプトインという形で、自分のデータ
を使っていいよということで、都度都度オー
ケーを出すという仕組みがあるんですけども、
緊急事態に関しては、そんなことを言ってい
られないというのがありますよね。ドメス
ティックバイオレンスみたいなものもそうで
しょうし、それから、子供の虐待みたいなも
のもそうでしょうし、それから、大地震が起
こって津波が来ているときに、人流を把握で
きているんだけれど、個人情報だから、この
人に題してアラートを出せないみたいな問題
が出てきてしまうと、本末転倒という問題が
出てきますよね。なので、平常時の場合と緊
急時の場合をどう切り分けていくのかという
ところを含めて、まさにこれから詰めなきゃ
いけないと、こういう段階に入っているとい
う認識を持っています。
▼大森：スマートシティ構想については、南
雲さんが、この領域で頑張っておられて、開
催市の鎌倉市も、スマートシティに向かって
おられますが、様々な試みがここ数年で表に
わっと出てくるような可能性なんでしょうか。
どんなふうに、南雲さんは、お考えになって
いますか。
▼南雲：そうですね。鎌倉市さんは、本当に
頑張っておられる自治体の一つだというふう
に、私は思っていまして。未来共生社会をつ
くるという理念に本当に基づいた形で、テク

ノロジーを選んで使っていこうという、本当
にそういう考え方、立派な考え方をお持ちで
らっしゃる自治体だというふうに思っていま
す。特に、市民活動が盛んなまちということ
もあって、これにデジタルの議論をどう付加
していくのかということが、次のステップで
はないかなと思っていまして、これができる
ようになってくると、例えばオーバーツーリ
ズムの混雑の問題ですね。それから高齢者の
問題とか移動の問題とか、いろいろともう分
かっている問題があるので、これに対する回
答が出てくると。今、そういう段階を迎えよ
うとしているというふうに思っています。
▼大森：私から何か一方的にお聞きしてきま
したが、お互いにご意見があったり、あるい
はご質問し合うようなことがありますでしょ
うか。お聞きになりたいことがあれば、一、
二でも結構です。南雲さんからお２人に、何
か聞いてみたいようなことがあれば、どうぞ。
▼南雲：じゃあ、ご質問というか、コメント
を１つさせていただければというふうに思い
ます。村木先生のプレゼンテーションの最後
のところにありました、社会システムの変化
という、本当にそのとおりだなと思いまして、
まさにそういう社会を迎えているという、私
も同じことを考えていることをお伝えしたい
かなというふうに思いました。今までは、ど
ちらかというと行政頼みだったりとか、場合
によっては企業に、何ていうんですか、どん
どんどんどんマーケットに、共同体の持って
いた共助の仕組みが塗り替えられていくとい
うような時代もあったわけですけども。今は
もう一回、リバランスをしなきゃいけないと
いう時代に入っていて、企業だけでも駄目、
行政にただただ頼るだけでも駄目、共助、シ
ビックセクターを含めた共助というとこをい
かに太くしていくのかというのが、社会の一

番重要なところになってきていると。その真
ん中には市民がいて、このwell-beingを目指
すよということと、それから、そのためにテ
クノロジーを、ぜひ使えるところに使ってい
きましょうと。多分こういう時代なんだと思
うんですね。ですから、自助・共助・公助と
いいますけども、リバランスの中に、明日の
日本のバランスした豊かさがあるんだろうな
というふうに思いまして、村木先生の図には
本当に共感した次第でございます。
▼大森：村木さん、どうですか。
▼村木：実は、フィランソロピー協会、個人
それから企業の社会貢献をやっているところ
で、ああいう図の社会にしようということを
ずっと言っていて。私も、あれを見たときに、
うん、これだと思ったので、今日、南雲先生
の絵に、やはり市民真ん中に置いた絵があっ
て、すごい勇気づけられました。
　私もコメントになるかもしれませんけど、
少女支援をやっていると、最後、リアルな住
宅をどうする、仕事をどうするとか、その暮
らしをどうするというところがあって、でも、
支援するためには手前に相談があって、実は、
若い子にとっては相談すらハードルが高い。
さらにその手前に人との接点とか居場所とい
うのがあって、そこから初めて相談につながっ
ていく。その、いろんなレベルのところで、
南雲先生のお話聞きながらデジタル技術が使
える部分があるんだなということがすごくよ
く分かったので、また頭やわらかくして、小
さいNPOの活動もそういうものを使うことで
充実できるかなと、とても勇気づけられまし
た。ありがとうございます。
　一方で土生さんのところ、いろいろな問題
やっているときに、支援の仕組みって共通だ
と私はいつも思っていて、自分が逮捕されて
捕まって、欲しかった支援も、社会福祉の
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支援も、すごく共通点がたくさんあると思っ
ています。いろんな場面で、こんな支援の形
をというときに、ロットが一番大きくて普遍
性がある高齢者って、今、立っている木の中
でやはり一番、一番大きな木で、あの木の下
に雨宿りに行きたいなと思うことがすごく多
いので、ぜひ、いろんなところ受け入れてい
ただいて、特に介護をやっている方たちは、
やはり介護だけを見ている方もすごく多いの
で、その人たちがほかの分野とつながれる仕
掛けを、老健局のほうでちょっと積極的につ
くっていただいたら、すごくみんなが助かる
かなと思いながら、今日のお話を聞きました。
▼大森：先輩から後輩へ問いかけがありまし
たけど、土生さん、どうぞ一言。
▼土生：確かに、老健局そのものもやはり、
ウイングを広げてやっていかなきゃいけない
というふうに思っていますので。そういう意
味では、厚労省も何か起こると、すぐ分割だ
みたいな話になるんですけれども、元次官も
いらっしゃる席でありますけれども、やはり
厚生労働省として、しっかりと一体として行
政を進めていくということ。また、そのこと
が他省庁ともきちんと連携していく基盤にな
るということは、何といいますか、そういう
姿勢で頑張っていきたいと思います。
▼大森：今のお話で共助の話が出ました。も
ともと介護保険は、自助・互助の次に共助が
あって、そして公助だと。介護保険と呼ばれ
る社会保険制度は共助の仕組みだというふう
に考えているんですけど。ただ、そういうふ
うに考えられた共助だけではなくて、もう
ちょっと概念としては広がりがあって。ある
個人がある困りごとが起こってるときに、一
つところだけでなくて、様々なところと結び
つきにくい、それをどう克服していくか、そ
の際、どういう社会を築いていくかというこ

とが大切ですね。ちょっとその点に気がつき、
支援の手があれば、ご本人の悩みやつらさが
和らいでいく。全体としては、何というか、
結びついていくというか、連携というか当事
者で言えば、それが時代の一種の言葉、合い
言葉みたいになりかけているんじゃないか。
その意味で言いますと、それを技術的に可能
にするようなことを、どしどしとみんなで慎
重に検討していって、普及させていくという
ことが人々の幸せに通ずるのではないかと思
います。今日の南雲さんのお話で、テクノロ
ジーそのものではなくて、それがどうやって
人々の幸せに結びつくかと、well-beingとい
う思想の中で、全体が位置づけられていると
いうことが、非常に大事なことだったと思い
ます。
　時間が押してきましたけど、最後に一言。
今日の議論を踏まえて、今後を展望するに当
たって、一言いっておきたいということがあ
れば伺って締めたいと思います。それでは、
今度は局長さんからお願いします。
▼土生：今日は、私自身もデジタル化という
ことも含めて、勉強させていただきました。
個人的にもそんなに明るいほうではないんで
すけれども、人を真ん中に置いて、まさに今、
先生おっしゃったように、well-beingを進め
るという道具ということで、きちんと、いい
形で取り入れていくということでしたので、
すごく安心して聞かせていただきましたし、
また、私の仕事の中でも、そういうものがき
ちんと導入されて、介護、福祉につながるよ
うな仕組みづくりというのをやっていきたい
と思いますし、児童福祉ですとか、そういう
ことへの目配りも、障害福祉も含めて、忘れ
ずに取り組んでいきたいと思います。今日は
ありがとうございました。
▼大森：村木さん、一言、お願いします。
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支援も、すごく共通点がたくさんあると思っ
ています。いろんな場面で、こんな支援の形
をというときに、ロットが一番大きくて普遍
性がある高齢者って、今、立っている木の中
でやはり一番、一番大きな木で、あの木の下
に雨宿りに行きたいなと思うことがすごく多
いので、ぜひ、いろんなところ受け入れてい
ただいて、特に介護をやっている方たちは、
やはり介護だけを見ている方もすごく多いの
で、その人たちがほかの分野とつながれる仕
掛けを、老健局のほうでちょっと積極的につ
くっていただいたら、すごくみんなが助かる
かなと思いながら、今日のお話を聞きました。
▼大森：先輩から後輩へ問いかけがありまし
たけど、土生さん、どうぞ一言。
▼土生：確かに、老健局そのものもやはり、
ウイングを広げてやっていかなきゃいけない
というふうに思っていますので。そういう意
味では、厚労省も何か起こると、すぐ分割だ
みたいな話になるんですけれども、元次官も
いらっしゃる席でありますけれども、やはり
厚生労働省として、しっかりと一体として行
政を進めていくということ。また、そのこと
が他省庁ともきちんと連携していく基盤にな
るということは、何といいますか、そういう
姿勢で頑張っていきたいと思います。
▼大森：今のお話で共助の話が出ました。も
ともと介護保険は、自助・互助の次に共助が
あって、そして公助だと。介護保険と呼ばれ
る社会保険制度は共助の仕組みだというふう
に考えているんですけど。ただ、そういうふ
うに考えられた共助だけではなくて、もう
ちょっと概念としては広がりがあって。ある
個人がある困りごとが起こってるときに、一
つところだけでなくて、様々なところと結び
つきにくい、それをどう克服していくか、そ
の際、どういう社会を築いていくかというこ

とが大切ですね。ちょっとその点に気がつき、
支援の手があれば、ご本人の悩みやつらさが
和らいでいく。全体としては、何というか、
結びついていくというか、連携というか当事
者で言えば、それが時代の一種の言葉、合い
言葉みたいになりかけているんじゃないか。
その意味で言いますと、それを技術的に可能
にするようなことを、どしどしとみんなで慎
重に検討していって、普及させていくという
ことが人々の幸せに通ずるのではないかと思
います。今日の南雲さんのお話で、テクノロ
ジーそのものではなくて、それがどうやって
人々の幸せに結びつくかと、well-beingとい
う思想の中で、全体が位置づけられていると
いうことが、非常に大事なことだったと思い
ます。
　時間が押してきましたけど、最後に一言。
今日の議論を踏まえて、今後を展望するに当
たって、一言いっておきたいということがあ
れば伺って締めたいと思います。それでは、
今度は局長さんからお願いします。
▼土生：今日は、私自身もデジタル化という
ことも含めて、勉強させていただきました。
個人的にもそんなに明るいほうではないんで
すけれども、人を真ん中に置いて、まさに今、
先生おっしゃったように、well-beingを進め
るという道具ということで、きちんと、いい
形で取り入れていくということでしたので、
すごく安心して聞かせていただきましたし、
また、私の仕事の中でも、そういうものがき
ちんと導入されて、介護、福祉につながるよ
うな仕組みづくりというのをやっていきたい
と思いますし、児童福祉ですとか、そういう
ことへの目配りも、障害福祉も含めて、忘れ
ずに取り組んでいきたいと思います。今日は
ありがとうございました。
▼大森：村木さん、一言、お願いします。

▼村木：このところ、私、自分の中の勝手な
テーマが「異なるものとつながる」、これが自
分のテーマになっているんですが、今日やは
り、福祉みたいなこととテクノロジーという
のをつなげていくと、どんないいことができ
るかというのが、すごくよく分かって、これ
からちょっと苦手意識をできるだけ捨てて、
そういったことも勉強していきたいと思いま
したし、もう一方で、異なるものとのつなが
りで言うと、障害がある人とか高齢者とか、
少女たちとか、子供とか、そこも接点があると、
これまた、すごく豊かなものが生まれると思
うので、もうしばらく「異なるものとつながる」
をテーマに、皆さんと一緒にやっていきたい
と思いました。
▼大森：役所を辞めた後、引退された後、異
業種というか、自分と異なる方々との結びつ
きが自由にできるって、いいことですよね。
▼村木：ありがたいです。
▼大森：同業者集団からは嫌われるんですよ、
異業種の人と仲がいいと。でも、非常に大事
な問題提起だったと、しみじみ思います。
　最後に南雲さんから、締めていただければ
と思います。
▼南雲：今日は、本当にこういう大変貴重な
機会をいただきまして、誠にありがとうござ
いました。私の立場から最後に一言、言わせ
ていただければと思いますのは、デジタル化
を使ったまちづくりをするときの世界の潮流
の中で、今一番、僕が大切だと思うのは、女
性とか弱者、高齢者とか障害者を含め方のた
めにいいまちをつくると、健常者の方も含め
た、みんなにとっていいまちになるよという
メッセージを最後に述べさせていただければ

なというふうに思います。特に、北欧ではそ
ういう概念が本当に進んでいまして、フェミ
ニンスマートシティなんていう言葉も、随分
出てきているんですけども。やはり、今まで
のまちづくりというのは、どうしても男性の
目で考えられてきたものが多かったのかなと
いうふうに思います。今日も、こちら鎌倉に
参るときに電車に乗って参りましたけども、
乳母車に子供を２人乗せたお母さんが電車を
乗り降りするのに大変苦労されてらっしゃっ
て、その後、階段を降りるときに、１人の子
を下に降ろして手を引っ張りながら、もう１
人の子を抱っこして、大変苦労して降りてらっ
しゃる姿なんかもちょっと見ましたけども。
やはり、そうでなくて、女性、それから障害
のある方、高齢の方にとって、優しいまちづ
くりをする日本であってほしいと思いますし、
そういう地域づくりに、私も一緒になって関
わっていければなというふうに考えておりま
す。今日は本当にどうもありがとうございま
した。
▼大森：令和元年の第2回大会で、大会シンボ
ルが「転ばぬ先の杖」から「こころの向日葵冠」
に変わっています。「こころの向日葵冠」の意
味は次のようになっています。「みんなのひと
つにつながるこころが、新しい時代を明るく
照らす希望の光になるように」。今日は、不十
分だったかもしれませんけど、この「こころ
の向日葵冠」のイメージに少しでも近づける
ような議論ができたとすれば幸いだと思いま
す。皆さん方のご協力で、一応このパネルディ
スカッションを締めることができます。あり
がとうございました。
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